
国際海底機構（ISA）による鉱種別の地域環境管理計画の策定状況について 

 

■背景等 

・国際海底機構（以下、ISA）では2008年からクラリオン・クリッパートン海域（以下、CCZ）におけ

るマンガン団塊の開発区域の環境管理計画の議論が始まり、2012年にCCZ環境管理計画が採択され、

9つの特別な環境関心海域（Area of Particular Environmental Interest：APEI）が設定された1。 

・その後、2017年にベルリンで開催された「ISAの地域環境戦略のための国際ワークショップ」で、

CCZと同様に、各海域・鉱種で、利用可能な最善の科学的情報と予防的アプローチに基づき、海洋生

物多様性へのリスク管理を行う方法を地域レベルで検討し、地域環境管理計画（Regional 

Environment Management Plan：REMP）を策定することが議論され、そのためのワークショップ

（WS）がISAの政策枠組みの一部として2017年より開始された。 

・2018年には5月に青島（中国）においてコバルトリッチクラスト（北西太平洋）のREMP策定に向け

たWSが、また6月にはポーランドにおいて、熱水鉱床（北大西洋中央海嶺）のREMP策定に向けた

WSが行われ、引き続き2019年も議論が行われることになっている。 

 

■各REMPにおけるAPEI設定の考え方 

① CCZ（マンガン団塊開発申請海域）における APEI 

【概要】マンガン団塊の開発申請区域である CCZにおいては、16カ国が探査申請を行い、これを許可さ

れている。開発計画に伴う保全措置のための環境管理計画（2012年）により APEIが 9か所設定され

ている。APEI は鉱物資源の探査及び開発にかかる申請ができない区域とされ、事実上保護区的な扱

いとなっている。 

【設定の考え方】 

・南北、東西に生産性・群集構造の勾配が

みられることから、すべての生態系の構

成要素を保全することを目的に 9 つの

区域に区分。 

・その上で、多くの底生無脊椎生物の分散

範囲が約 100km であるとの研究2から

コアエリアを 200km×200kmとする。 

・100km のバッファーエリアをコアエリ

アの周辺に設定し（よって保護区は

40,000km2となる）、なるべく多くの地

形や環境（海山、海底平原、海底丘など）

を含むような場所を選んでいる3。 

・CCZ の環境管理計画については、見直

しを行うべく 2018年に追加のWSを開

催する予定。 

                                                   
1 ISBA/17/LTC/7及び ISBA/18/C/22 
2 Botsford et al., 2001; Kinlan and Gaines, 2003 
3 ISBA/14/LTC/2 
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CCZ における APEI の設置状況と各国の鉱物資源開発の申請状況 

（ISA ウェブサイトより） 

 



② 北大西洋中央海嶺（熱水鉱床開発申請海域）における APEI の考え方（案） 

【概要】北大西洋中央海嶺の熱水鉱床開発には 3カ国（ポーランド、フランス、ロシア）が探査申請を許

可されている。当該海域についての REMPの策定のためのWSが 2018年 6月 27～29日にポーラン

ドにて開催され、枠組み等についての議論が始まったところ。APEI については、設定に関する案が

いくつか提示された段階。 

【設定の考え方（提案）】 

・各生息地タイプの 30～50％を含むように目標を設定。 

・重要エリア（Vent Hybrid Zone、Fracture Zone等）の包含、連続性の確保、海嶺軸に沿っての保全

等を勘案。 

・活動熱水噴出域の間隔（64km～74km）、底生生物の移動及び幼生分散の距離（74km～100km）を勘

案し、APEIは分散範囲の 2倍は必要であるとして 200km2のコアエリアを設定。 

・熱水鉱床開発にあたって想定される排出プルームの

拡散を 10kmと想定し、海嶺軸上下に 50kmのバッ

ファーゾーンを設定し、コアエリア同士の距離を

100km、200km、300kmとシナリオを変えて検討（下

図）。 

・2018 年 7 月～9 月に WS を受けた REMP の勧告案

を法律・技術委員会（LTC）に提出予定。引き続き

2019年にフォローアップを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Dunn, Van Dover et al. による案（WS プレゼンテーション資料、ISA ウェブサイトより） 

 

③ 北西太平洋（コバルトリッチクラスト開発申請海域）における議論 

【概要】北太平洋のコバルトリッチクラスト開発には 4カ国（中

国、韓国、ロシア、日本）が探査申請を許可されている（右

図）。当該海域についてのREMPの策定のためのWSが2018

年 5月 27～29日に青島（中国）にて開催され、枠組み等に

ついての議論が始まったところ。WS の目的と REMP 設計

のための枠組みや今後の調査、情報共有などの議論が

なされた。2018年 7月～9月にWSを受けた REMPの

勧告案を法律・技術委員会（LTC）に提出予定。引き続

き 2019年にフォローアップを行う。 

各国の鉱物資源開発の申請状況 

（WS プレゼンテーション資料、ISA ウェブサイトより） 

 


